
   

 

 

                                 

 

 

    

 

 

晴天が続くなか、2019 年、新しい年がスタートしました。旧年中は、校長として、また中村小学校として、大変お

世話になり有り難うございました。本年も、引き続きどうぞよろしくお願いいたします。 

今年は、“亥年”です。十二支の中で第１２番目に数えられる年です。“猪突猛進”とよくいわれますが、この言葉

は、「イノシシが直線的に突進するように、目標に対して、向こうを見ずにがむしゃらに進んでいく」ことです。

新春を迎え、一年間の大きな目標は定まったでしょうか？何といっても、新年の目

標をしっかりともつことが大事ですね。（昨年一年間の反省も大事になりますが

…。）がむしゃらに進んでいく際には、どこかでふと、この目標を振り返ってみて

ください。修正や付け加えも必要かもしれません。 

また、“亥年”には、“無病息災”の意味もあるそうです。病気にはなりにくい年

とされています。しかし、健康管理をしっかりされないと、病気になる可能性もな

いとはいえません。何といっても、“早ね・早

おき・朝ごはん”の励行ですね。2 週間の長期

休業は終わりました。ここから、“早ね・早おき・朝ごはん”を習慣化して、日々い

ろいろな活動にベストを尽くすとよいでしょう。 

さて、今年は、“平成”がまもなく終わり、５月より“新元号”になります。ま

さしく、激動の年です。そのような中で、児童の皆さんが、中村小学校で今年

一年を過ごせることは、感動的な、また思い出に

残る一年になることと思います。特に 6 年生

は、“平成”の間は中村小学校で過ごし、卒業後新しい学校で生活に慣れてきた

頃に“新元号”になりますね。とても楽しみです。あらためて、一人一人抱負を

抱いてスタートすることになるかもしれませんね。 

 さて、中村小学校は、７日（月）に学校が再開し、“元気ななかっ子軍団”が帰

ってきました。早速、７日（月）は全校集会後に“一斉テスト”、10 日（木）には“校内

書き初め大会”が実施されました。一斉テストは、国語・算数の 2 教科について

満点をめざし、合格をめざして必死に取り組みました。また、書き初め大会では、１，2 年生は『硬筆』で、3～6

年生は『毛筆』で取り組みました。書き初め大会が始まると、一人一人真剣な表情で一枚一枚仕上げていく姿が印象

的でした。また、長期休業中に、家庭で練習した成果が表れている児童が多々見られました。寒さ厳しい時期ではあ

りましたが、.全校児童にとって新年早々の絶好の行事となりました。 
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来る２５日（金）、『入前の園児と中村小児

童との交流会』が行われます。 

この行事は、4月より新しく中村小に入学さ

れる園児と、中村小現1年生との交流会を通し

て、4月から不安を少しでも取り除き安心して

本校に入学できるように企画された行事です。

１４名の新しい児童が入学される予定です。 

 

 

 

 

先日14日（月）、『匝陵杯ミニバスケットボール大会』がのさかアリーナ

で開催されました。冬季休業中は、部活動をお休みし、8日（火）より練習を

再開して大会に臨みました。男子は、常磐小、多古第一小と町内３校によるリ

ーグ戦、女子は、八日市場小、多古第一小との３校リーグ戦でした。特に、男

女とも多古第一小との対戦は、甲乙付けがたい点の取り合いの試合でした。 

前半の第1，第2クォーターを終え、男子は15対１６、女子は、1４対１５

まさしく互角でした。後半も、第3、第４クォーターと接戦を演じ、終了間際

まで点の取り合い。終了寸前に貴重な一本を決めた多古第一小が辛くも逃げ切

り、男子は２７対２８，女子は２４対２５、いずれも1点差で惜しくも敗退し

てしまいました。６年生にとっては、最後の大会でしたが、随所にはつらつと

したプレーを演じ最高のゲーム展開ができたと思います。これまで、部活動に

多大に御理解・御協力をいただいた6年生の保護者の皆さん、どうも有り難う

ございました。引き続き、部活動について御支援よろしくお願いします。 

  

 



 

 

 

 

 

＜参考＞ 中村小学区地域ミニ集会 （11月 14日（水）14：30～15：00 実施） 

テーマ：『早寝・早起き・朝ご飯』の現状について 

～家庭・地域・学校による座談会の中から～ 

○ 遅寝の原因は？ 

 

  「社会人の姉の生活に合わせてしまう。」 

  「部活をして、宿題をして、早く寝られない。部活の無い日は寝られる。普段も、帰ってきて、こたつでうとうと。 

おやつを食べて寝てしまう。」 

  「公文（塾）は、水曜、土曜に目一杯やる。終わる時間も、人によって違う。」 

  「習い事の日は、自主学習を少なめに計画して、自分なりに調節はしている。」 

 

○ ゲームのやり過ぎで、遅寝になることは？ 

  「ある。だから、ルールを決めて、夜９時以降は触れないアプリを入れた。だらだらゲームを出来なくなった。 

子供は、夢中になってしまうので、親がセーブしてあげないといけない。」 

    ※    お子さんが、家でゲームをしている方は？ ～約半数の方が挙手されました～ 

    ※   その中で、時間制限をしている方は？ ～約半数の方が挙手されました～ 

 

○ 朝ご飯を食べているか？ 

  「学校からの距離にもよると思う。５時半から６時頃に子供に声をかけて、起こす親が多いのではないか。」 

「食べないのは自分の責任だ、と言い聞かせている。」 

「朝、宿題をしているから、食べられない。ジュース、ヨーグルトだけは、食べさせている。」 

 

○ 休日の過ごし方は？ 

  「休日に『好きなだけ寝ていいよ。』と、睡眠時間を確保している。それでも、８時頃には起きる。」 

  「日曜日には、習い事を入れない。フリーの日をつくっている。」 

 

○ 携帯を持たせているか？ 

  「キッズ携帯なら。習い事用で必要。ネット、メールにはロックをかけている。」 



 

○ LINEで問題は起きていないか？ 

  「小学生より中学生では？ 今は問題ない。田舎だし。」 

 

        

 

    

                          

 

  

 

 


